
Vol 141 遺失 



ぞの／ヰイ乏の成及。

づ、

人

む

A
O
津
干
潟
環
境
美
化
委
回
貝
公
（
主
偽
申
／
は
）

は
、
木
久
一
電
鉄
ハ
一
－
一
人
）
〉
’
」
浴
守
乃
島
国
（
園
長

以
下
回
人
）

Y
レ
の
一
－
一
芳
次
設
に
あ
リ
「
L

、
次
の

す
五
十
会
主
・
甲
－
L
入
れ
た

J
J向
、
似
の
短
め
、
主

よLず℃元主P舎の枕木で、こめように l1Jsリ

ます D 自然味オ窃3ので、中 IJ.＼〕 ＼Jc思う。
オヲ l十Zも

1982.1-.26 

谷

津

干

潟

愛

護

研
究
会

ー
市
川
市
本
北
方
二

1
一二五

t
六

千却

電話
。四七一
一7
1
一弐
l
六
六
六
八

文
責
森
田
一
－
一
、
時

会？を＋2DDO

タl 干lJ

1qgo. 6. 3 

お振込は千業担行012-54253
谷悼干潟愛説研究 禽

ゴ
ミ
＼
芝
Y
」
リ
除
く
。
『
、
命
令
寸
十
一
苅
ヘ
カ
、
／
や
M

L

U
ぷ

ザ
」
之
殺
げ
＋
ふ
り
ょ
う
‘
－
4

宿
根
ぷ
、
℃
L
令
マ
ザ
付
、
＜
焦
土
葬

γ
3
0
一
『
（
、
干
潟
V

」
の
境
に
は
、

イ
芝
作
3
（
阜
の
為
）
。

づ
け
』
立
寸
ぷ
で
の
へ

図
、
ゴ
ミ
之
久
宝
ふ
り
ム
ム

I ~＼）べ叶寸℃ l叶〈刊る I ）ょう

11こlld) 3 0 In)_) -j1J 1＼闘…即ホ

マ＼） 3。 「率、金オ、、ZS＼＞」、 1札庁、末》えの口グセ q

ご
う
ソ
フ
z
清
叔
介
、
干
潟
に
沿
っ
寸
立
一
l
て
く
れ

ま
L
た
。
ゆ
本
ぐ
い
h

ノ
り
あ
り
ま
す
。
ル
ノ
L
は、

メ

2
3
i告

示
の
み
？
す
。

キ、午、



(11〆0

ゾ作戦の］普天来クオフ4・6回イ色の見坊とから

、

． 
，． 

ム
口
み
た
り
る
ぎ
の
は
）
め
言
、
万
の
リ
た
ん
だ
き
を
の
。

で
在
、
こ
め
十
ぐ
れ
寸
（
ま
り
ま
L
た。

。ー〉

森
田
は

ー
枝
並
木
の
会
L

の
全
日
貝
マ
さ
あ 主婦・幼児（之わ森田でこムノだ！？ 

リ
ま
す
。
内
科
訟
Y〕

L
づ
J
と

L
っ
今
リ

L
寸
リ

3

会
ム
勺
芝
糸
魚
菖
叩
’
q

~\ 

；足
を
よ
く

ム
主
す

長す｜ミ ーで、
l Iミ
司教

。

雪
ぬ
の
会
や
干
潟
芝
、
守
三
か
、

足
掛
に
〉
〕

っ
て
関
東
芝
大
切
ぷ
ぎ
の
芝
、

こ
の
失
は
怯
付
フ
寸
り
て
内

い
」
、
ブ
マ
↓
αj
、
ミ
ん
芯
に
さ
や
っ
た
ん
マ
す
ノ
よ
、

スコ十

Yの2芸大之、、後ミ友、、で害 IJて下さけ。

4
l前
に
失
っ
て

L
ま
ウ
＋
ハ
ハ
ぎ
の
、

え
く
、

生
長
せ
ん
ゾ
ギ
7
3
4
4忍
ご
、

イ
マ
1
L
よ
、
つ
。
ミ
こ
に
は

？て＼＼い
h
ノ

i
り

ゴ

ミ

は

、

%
V
ケ
L

自然、仰j支ゥマイ司一寸す寸？

ん
ど
ム
ム
マ
り
ま

t
ん

Q

勾
く
は
え
札
・
寸
来
た
物
工
、

・す久ぇ-z.下で＼＇）、

の
中
介
ハ
h
，J
A
A
l
た
物
（

J
4
フ
ス
広
三
）
。

ーで
ζ 

忠明
110
昨年
T

月
二
十
一
百
か
ら
た
方
の
巡
励
の
せ
い
で
、
大
以
水
が
起
月
末
に
は
、
・
申
菰
の
閤
州
州
助
が
つ
く
と
い
会
ア
測
も
宅
地
開
発
が
い
ま
の
水
一

戸

〉

言

活

3
9
2
3
3）？
2

3

p

・
喜
望
調
圏
諸

二十
一
一
百
に
か
け
て
、
目
前
股
二
百
二
き
た
」
と
携
の
対
話
。
八
っ
た
。
「
だ
「
激
契
努
銀
特
別
意
裂
と
の
帥
中
に
と
ど
ま
る
と
と
を
監
に
し
た
も
一

鼓
歩
譲
葱
乏
玄
一
一
I；
罷
信
組
組
戸
、
思
鴨
川
霊
ハ

2
2
2
5け
で
は
な
い
が
」
事
理

2
2
f
d、の
。
，
首
都
附
援
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
、
一

γ
一＝凡

G
・R
己
決

J

ぴ
cg
句
史
3
一
ず
計
施
剖
J

一
凪
町
幽
雨
で
高
川
水
系
の
躍
に
は
尿
よ
段
松
宇
佐
一聞
き
し
な
が
之
、
「
今
関
諸
問
の
よ
誌
に
附
水
を
た
め
千
葉
県
で
ー
し
か
も
察
部
長
哲
一

r

・一：
J
d
t

、－，
t

b

J

F

J

7

d

C

／
h

・
J

’4
L
ei

－、土＝
d

ニー
’’円

M
j園
日

F
』

aaezp噌
d
R
H

困

・

一

ぃr
l
uいい
rlala－
－
れ
れ
い
い

r恨
閣
間
協
催
水
が
二
老
百
汽
床
下
浸
水
ニ
壬
一
色
草
木
片
長
一
せ
と
い

2
q
コ
る
た
め
の
業
望
号
、
刑
改
修
て
い
る
市
川
市
や
、
さ
ら
に
上
流
の
松
一

百戸に泌し、位むは相叫に住宅が浮ンクリ
l
ト
総
保
の
ド
ブ
川
を
つ
く
っ
と
の
二
本
立
て
の
収
業
別
阿
が
災
刷
出
す
一
戸
市
、
鍬
ケ
谷
市
は
放
っ
て
お
け
ば
宅
一

’句

J

－広
・切
ろ
さ
い
う
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
ま
か
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
惨
状
だ
っ
た
灼
ず
る
の
で
は
な
い
、
環
器
孝
れ
ば
、

「
雨
明
一
一
た
り
五
主
お
花
が
巡
む
一
方
。
県
土
木
部
で
一
一

「関境保全を仰の御旅にしたばかりに
1

・大災制定招むた鮪
－d
・

1

・

4

・

一

三
川
J

氷山内

E
氷
山
陸
口
を
そ
ろ
え
て
流
た
。
分
に
配
慮
し
た
新
工
取
を
泌
め
る
よ
が
降
っ
て
良
上
波
水
は
出
な
く
な
市
河
川
の
め
民
対
策
は
川
忠
広
げ
た
一

娘
、
よ
う
や
く
「
監
察
に
動
車
υ
高
去
る
。
察
長

f
A僅
官

t去
の

銘

力

を

求

め

う

働

よ

さ

、

E
C
J
とE
動の

…一一〕
謝
諸
関
溺
樋
題
喜
一
り
、
楽
堂
つくった一

し
た
千
終
需
拡
諮
問
町
？
を
忠
つ
れ
て
「
久

V
2
3
Rワ

点
環
境
配
慮
じ
た
工
事
を
万
円
札
乞
？

u
d十一一
一＼十ぞ
か
鱗
鱗
繍
響
り
す
る
だ
け
で
ぽ
不
十
一

怒
降
れ
ば
、
盟
い
な
く
・
奈
在
者
わ
れ
、
，

震
が
話
む
川
J

し
切
る
を
か
で
舎
な
か
っ
九
乙
の
地
域
住
二
十
三
日
ヰ
の
容
器

H
T何
に
ま
議
自
由
収
の
た

が
際
協
鱗
鱗
鰯
線
機
畿
吋
分
。
上
部
宅
地
開発一

一
い
れ
れ
託
料
ー
諮
問
銭
円
紅
ア
関
経
駐
日
は
い
い

Y

一
銭
続
説
誌
れ
れ
け
鱗
鱗
鱗
磯
町
純
日
時

h

－関一

際
畿
絡
綴
務

J
J
～nJP
惣悩鰯山
市処」と総めているが、

一

山
川
市
川
端
議
ノ
…
伐
採
反
対
論
下
火
に
判
鱗
盤
機
一
抑
制
瑞
一

一一
1
2
2に

力
支
れ
伶
／
歳

ν
…

大

洪

水

J

河

川

改

修

を

後

押

し

陣

織

鱗

鱗

響

詩

時

一

本
守
－
f
一
ニ
一
議
揖

hf適
切
寝
間
理
品
酎
臨
i

ト
レ
叫
思
議
凶
繍
態
綴
し
一
騎
綴
綴
h
？
一山
千
梨
県
の
間
約
好
例
で
一

E
E
E
－－－E
F
E
E
－－Em
－－－
ZEB－－＝＝＝＝
F
E
E
－－

5
5民
2
・
（
貧
約
百
み
は
四
十
長
賞
‘
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

さ
じ
機

4
7線機
？
、
桜
業
の
一
郎
通
一

1
時
間

m
Gで
雫
と
こ
ろ
が
、
と
妥
ず
べ
き
川
お
百

3
8
E
5
4
2
2一
d

し
湾
全
一
一
一
二
三
一
＝
影
総
緩
畿
鱗
盤
以
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
～

3

水
面
営
み
る
A
抱
強
ま
り
な
い
自
書
祭
器

3
5
5
2
2
市
ぷ
迩
ザ
金
一
一
一
枕
一
一
一
一
躍
藤
議
襲
撃
近
接
住
民
の
問
答
取
り
一

ふ
だ
ん
の
出
川
は
細
い
と
ζ

ろ
で
句
カ
泣
き
ど
こ
ミ
援
の
会
ふ
露
け
、
帝
展
市
川
芸
員
ぎ
れ
ば
JL
・」
の
一
川
／
事
河
川
弘
一
一
一
一
知
一
一
一
一
幻
桜
際
隠
際
議
騨
路
盤
付
つ
け
や
す
くするための一

制
二l
z
n

ぐ
る
い
し
か
水
が
き
さ
一
盟
国
営
二
十
長
れ
自
に
か
か
わ
る
と
と
な
似
て
市
た
と
え
通
Q

芯
－
刑
制
一
時
‘
、
ぷ
一
↑
一
一
一
一
一
一
一
一
一
る
」
（
全
部
）
と
児
で
い
る
。
：
震
災
の
よ
う
だ
が
、
段
階
屋
一

お
ら
ず
、
ち
ょ
っ
海
れ
た
小
川
と
い
午
、
あ
ふ
れ
る
」
（
皇
室
宍
霊
型
話
す
る
わ

7
5い
か
れ
て
、
長
K
の
訂
州
吋
ム
延
J
W／

A
t
ミ
と
並
木
が
完
全
に
決
議
す
こ
と
に
な
る
一

L

－

－

b

i

b

．

L

－一

E
Z
T
N
ー
、
｝
／
－
i
モ

、

」

避

け

ら

れ

ぬ

床

下

浸

水

一

っ
た
完
川
そ
の
お
よ
品
沿
い
わ
れ
、
普
か
ら
は
「

m
g
て

5
3
5
；ζ

わ

さ

宮

山

一

込

n
3
J
V一
の

では
、
と
の
見
喜
ぃ
。

Z
一

一
・
五
点
に
わ
た
っ
て
純
え
ら
れ
て
の
ら
く
印
帯
さ
れ
て
き
た
。
霊
木
市
の
話
語
ら
れ
な
い
妻
、
必
と
ん
ど
6
台
風
2

r
p

＼

－k

？
l
｜
悶

f
i十什一

．も
っ
と
、
と
の
附
再
出
羽
営
持
つ
田
畑
が
宅
地
に
変
わ
り
、
士
一

い
る
譲
宅
問

2
2人
法
五
十
三
定
ま
で
に
結
工
芝
行
容
す
る
の
は
縦
し
い
と
し
て

3をもっ
z
d弘
一
ゾ
I
I

臥

l

J
に進んで

3
2
5
2いの
器
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
な
っ
て
い
く
一

一
γ

一
H

宰
東
京

E

一

一

孝
い
。
計
一
二
百
九
十
本
あ
る
信
容
終
え
た
下
流
向
口から約四

S
と
れ
立
で
治
水
対
策
も
析
の
績
や
川
隠
じ
た
わ
え
「
｜
1
L｜
↓
r
i
h
i
l
l－
－
｜
上
う
わ
け
で
は
な
い
。
五
年
か
ら
十
年
に
お
ぷ
今
後
議
け
ば
、
時
間
接
一

の
花
見
シ
ー
ズ
ン
だ
け
で
き
、
反
に
長
夫
五
十
四
年
度
か
ら
は
安
部
隊
の
し
ゅ
ん
せ
つ
程
度
に
と
ど
め
て
い
言
問
の
一
木
を
守
ゑ
山
民
の
た
と
い
う
。
一
伎
の
惑
と
い
う
問
霊
五
十
〆
は
「
撃
さ
な
い
け
ど
、
洪
水
は
あ
↑

議
出
で
皇
菜
険
と
し
て
付
近
で
も
潜
在
始
め
よ
？
と
い
て
い
た
。
巧
会
」
の
袋
、
平
松
事
ん
の
自
宅
も
幼
児
の
ム
l
ド
が
「
防
災
」
鼠
援
の
慰
降
れ
ば
床
下
校
水
は
依
然
、
迫
る
町
」
に
な
り
か
ね
な
い
。
－

の
人
た
ち
に
削
い
を
与
え
て
実

「
私
ら
だ
っ
て
駁
楽
器
提
く
て
そ
と
へ
、
賞
与
に
よ
る
震
が

床
実
醤
ぃ
、
お
ま
け
に
「
あ
な
移
っ
て

E
Sべ
昨
年
一

2
2ぃ
。
菜
、「

E
ロ

」

一

To 

マ3
－
フ
〉
〕
回

μ
、λ
ザ、

き
れ
り
に

L
ょ
う
’γ
」
忠
、
λ
欧
、
ま

か
ハ
／
え
＼
一
人
マ
モ
、

本
の
ん
7
で
を
ノ
い
介
い
h
ノ

A
寸
寸
先

3
特
級
（
リ
の
で
す
。

パ
ケ
ッ
ヤ
焚
土
特
ワ
マ
、
危
こ

マJ

介
ラ
ス
ゃ
い
し
、
ν
の
破
片
目
、

Y
の
ふ
川
リ
ヲ
ん
志
さ
の

／
 

ア」

く
h
T
A

よ
く
拾
り
殺
与
す
字
句

つ

本対、

頭
町
犬
、
ふ
の
寸
す
、

℃
ヲ
寸

E
M吋
向
か

h
h
ト
吟
ハ
フ
、

介
介
マ
d

の
叩
｛
す
。
で
を
、

私
定
以
、

ヘ
／
／
＼
拾
っ

て
け
っ
マ
を
す
。

V
T
l寸
、

友
す
づ
、

上
の

ロ
ハ
に
一

mナ
芙
の
よ
う
に
集
め
マ
り
す
の
？
犬
、
？
一
の
ゆ
l
め
プ

＼

V

＼ナ」

フ
く
取
リ
μ
A
L「
L
や

τ〉
〕
、

同

Y
A
小
は
や

3
足、

カ
ニ
や
コ
カ
／
つ
介
、

り
っ
ぱ
り
す
ち
よ
う
に

く
す
伐
リ
ま
す
。

木
見
の
首
芝
、

vふ
に
産
会
L

勾

広
尾
は
、
〉
々
木
汁
リ
す
ぽ
ん
、
匂
よ

ぷ
3
の
で

L
た。

り
芝
、
つ
れ

L
リ
の
寸
す
。

日
事
人
め
ナ
ノゲ
サ
メ
？
す
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－一一－一一一一－－一－一－一一－－一－－－－－－－一－－一－－一一－－－－－一－－一－－一－－－－－一一一－－一一一一－－一一－一一一－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－一一一－一一一一一一一一一一一－一一一一一－－一一一一一一一－－一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一－一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－一一一一一－一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－一一一一－一一一－一一一一一一一一一
一一



ク§；孝行為可、、初の、子；為企あよ℃己欠乏作業L刀、、比在進1J中

ぢ、

人

む

kvベ～ん

、
一
八
月
に
点
下
立
小
7
k
下
で
け

ー、

足
非
未
寸
下
マ
リ
。
￥
1
1
7
1
見
寸
下
マ
リ

q

次
に
、
断
リ
寸
下
ヤ
リ
、
知
っ
「
l

リ
プ
／
〈
に

。
ニ
ヰ
ヰ
則
、
ご
と
寸
ど
ん
な
汁
た
フ
だ
介
左
。

比
ぺ
て
下
下
川
、
そ
の
時
Y」
A
ケ
ピ
左
。
目
h

・s・
－
－
－
－
、
今
す
よ
う
本
泊
料
の
水
芋
斤
ぃ
不
足
・
に
牛
一
り
す
伐
リ

、
風
に
波
別
フ
マ
爪
面
に
忽

J

つ
寸
け
ま
す
。
石

や
が
－
フ
ス
、
欽
ク
下
八
や
、
双
の
下
に
鬼
さ
れ
寸
り

た
所
に
は
、
を
の
す
ご
り
殺
の
1
h
体
及
介
こ
し

介
、
そ
の
て
ノ
フ
丈
ノ
や
ぷ
ハ
サ
ミ
左
上
下
に
玖
つ

寸、

U

ゥ
そ
り
に
体
操
l
寸
り
ま
す
。
ス
コ
ッ

沖｜牛3号

」一一一一

文子谷
zマZ す営

責；ni~ 
富市 t伊

み！t~ ：
田：7：五
7六平究

環以戸
｜宏、射訓。

｜余i 平｜
I 1920.6.3 

お振込は千葉担行012-54253
谷一律千両変説研究会

1982. Iユマ

L一一一一

プ
て
一
輪
耳
、
不
フ
た
干
潟
マ
グ
＼
？
、
カ
モ
募

め
い
ν

’
斤
に
俳
人
で
け
ま
す
勺
潮
か
ん
ま
リ
叩
し
は
、
オ
モ

介
氷
り
た
り
一
よ

η
Z
A旬
、
吋
寸
リ
主
す
。
耳
之
す
ま
す

く
、
寸
ビ
ノ
寸
く
し
三
ソ
フ
も
な
完
リ
で
問
、
ス
ま

す

ゴ
カ
イ
の
ゑ
之
す
3
土
也
市
し
す
。

昨
え
は
、
丈
、
出
円
分
の
ノ
山
男
カ
介
、

不
糸
状
昇
、
、
の
吋
」
ご

左
ぞ
う
い
」
す
す
ご
Y
寸
、
つ
は
め
爪
寸
K
L
ま
り
ま
L
た

も
干
潟
ゅ
、
刑
台
ま
り
さ
、
ど
う
に
介
れ
に
す
マ
、
之
」
〉
し

T
精
一
杯
？
L
定
。
で
芝
、
半
T
ば
受
験
T
は
友
り
ま

L
4パオ

予知
W
L「
k
U
た
よ
ハ
ノ
ザ
」
は
す
介
氏
す
ほ
5

1
リ
全
米
下
、
い
L

ッ
ク
ソ
L
ま
ー
た
・

ケ
リ
ー
ュ
作

帳
、
一
ア
l
ナ
ん
て
々
、
／
A
j
、
秋
の
木
、
フ
ロ
ー
ネ
の

パ
介
在
、
右
匁
、
支
の
ム
火
、
観
実
一
マ
調
査
、
／
〈
々
へ
の

見
え
す
旦
ん
ヲ
町
ゆ
り
伽
人
面

フヒ同l三「谷津干潟クリ－；／イ手軟モテ、、ノレタ也区」ーでづえみヨ。



字、、、0
 

三
時

P
ド
J

付6わモテ←＿＿＿＿，~..対手ご炉
H

ハ
’

〉
ド
8
宇え

毛
て
’
雪
年

jお
ミ
乙
会
争

f'-
＇－－.／宇土

ζ
4ハ
主
ド
キ

）fv?>tf回
か

’
六

K
か
ト

f1＼
よ
＼
長
女
「
＜
w
~
s
匂
士
号
ぞ
’
劇
ご
，
y

－：：：：：，.ベ

ト
γ

〉
れ

わ
γ
土

何
時

叫
lこ

ん
々

＼
〉

う
戸

元《
6'々

ト
手
ご
付
≪
の
手
ご
E
ーペド

bE;'子
J

_
_
.
1｛と

！＿
o
十台ご
~
s

>J t
)
 m

乙
主
主
’
オ
て
-W'J.Q)J

6
'
ξ
~

／'RJl）建問キミ寸十[,rと

ド
ア
ド
’
京
↓
ハ
ド
ザ
ノ
~
’
疾
8
fj-r-1

ぅ
小

ト
＼

／
主

)
J

ξ
、－＆：手

γ
ご
千
村
＿
＿
，
iごと。

〉
ザ

）
γ

’
~
6
'
消
毒
た

J右
I'iハ乙

4
ぐ
＼
↑寸＂－

／
~ 
>
J
,
0
 

一
一

J
，
 

>
0
 r

 
J

わ
い
こ

)x.)大
ア
ド
』
ヤ
ノ
ド

ド
王
子
笠
宇
山
れ
’
三
ミ
叶
三
（
-
Y
~
＋：〕や

_
.
,
G
r
）
ト
）~fc-0 

Qト
fil!KS

’
十Q
毒i
S
まぎべ~

s
法
て
乙
時

二「千M_.,-f.!..:。
安
保

J口士会’
~
~
~
i
ごこわ

骨
＜
W14{

γ
二
γ

’
ノ時

W
I十

＊
ピ
ペ
同
γ

U
’
V-!..v

十／Js
吠
5'-1;ぎ子時ばド

会↓とよ。
W.4

ご
’
心
’
茶
令
〉
円
以
’

＜｛＇

'< -IQS.o共
有
’
護

1！~'4DS'tム
f3,

,, 1興予

叶
4

ヘ一ペェ
fや OJ＼J 

ぜ
_

I＞ド
・
ハ
と
ぷ

.fr
.；
千
ナ
ガ
ぞ
M

S
手ど

、支ぎjだ
や
女
’
~
ト
乙

')J ~
付
わ
土

f民
，
ば
什
レ
~
o

疾ネご二二
V

>J
’
蒸
ポ

'1£J
6
ド
恥

）fr-'ε
・州
ぞ
二
，

)Sくj
ノ

モく
4ごごれ.~

γ
民

{2..1--R,
I

 {
 S

対
〈
手
ご
っ

＋！.ご
閃
;re_・

 
r-' 

[112今ペ
f}-6

dJ
民票しり一υυ

P<.
崎

、[Vt,)S/)

5
び

μノラ
＂
"
/
 ~
 -+e f<[

い
く
＋
＞
！
.
ノ
／
f

H
F
村
W

/
 "),l-－’ー

γ
~
G
'
県

ti{t.
＋
聖
一
「
ご
ナ

H,.-,'
--/.!! 

o
ゃ

＞
w

,
 ）＇＜＂卜
~
ぐ
＇

·i>-11\-tて
ト
町
長
ノ

ド
～
之
子

J苦を叶
でど

＂
J
)
ペ

ー
「
＼
／
予
ジ
安
村
~

¥
Y
dイ士

γ)Sr)
=: 

)'lo
.モデ
P

－
＞
十
！！.

p
制

e
’

＼々
巴
と
＿
μ
－
・

I「
＼

／
う－＜.I同

封
盆
ε
€

，，.，，十
民

三
党
己
〈
主
主
ざ
た
？
於
〈
十
土
門
モ
子
矢
田
之
一
ば

千ナ
イ
＿／

'/.!.!. 
0

 

_, tL:o 
J宅

内
〉
も
ι）
｛；；＇竺

E
ト
こ
れ
寸
＿
）
N
－ノ，＇

JJ／わトノザ

ャ
｛
~
k

や

〕
（）~+t-6~＊

-I-L：令

《
久
企
！
S

R
ト｛

b

小ベ？ペ
〉ドふ

か
士

－：－
亙

_!___! 



、
，官主

ヘ凶民斗＼’h｝〆ヰY4ト＼ぺ

lhh£ベパ「品川伯、）ェドNTJパ下、剣ハbJ吠廷wwJむごペ対
Q史小sdcγぱ／



つ）r,. ) 
ねlこIJ、数百の白内論議、よ lノふく岱の剤、 l)¥)j:- -

(;VO,, 

込うことええく、児メ波の見丸／白喪主〉乏少、ます

に
燃
え
て
、
技
り
切
っ
「
L

投
煮
え
之
さ
て
ゆ
地

固
た
3
ビ
ジ
ョ
ジ
左
猫
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潟
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＼
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＼
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蛍
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介
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介
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介
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介
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介
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潟
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介
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仰
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介
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受
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介
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）

． 
谷
津
干
潟
マ
組
作
箱
の
管
理
〔
一
－
一
4

ノ、所）

． 
日
曜
日
・
休
日
に
は
、
一
戦
tv艮
の
為
、
に
、

干
潟
〉
」
》
（
こ
に
リ
3
4工
物
の
続
出
旅
・
説
明
な

ど
左
ー
に
寸
L

リ

3
．
個
人
的
に
は
．
4
背
白
は
め
日

に
だ
）
対
与
え
鍍
左
使
つ
づ
L
T」

Q
ノ
つ
マ
リ

3
。

か
刊
の
木
町
手
入
れ
（
均
五
十
本

し

干
潟
の
清
春
ι、
日
時
日
・
休
日
ご
〉
」
に
会

ロ
尺
角
川
（
寸
り

3
。
ヌ
、
週
一
叫
ヤ
水
路
？
の
乞

l
、「

0
3．
〉
て
の
側
、
個
人
的
に
は
普
段
の

日
に
芭
。

． ． ． 
j
谷
芳
～
↑
潟
水
よ
察
官
九
ム
？
の
管
理

子
伏
走
介
干
潟
に
降
り
寸
、
カ
ニ
ぷ
ご
之
γ
」

ホ
3
よ
う
に
す
3
為
の
、
ハ
～
『
／
〕
」
の
管
理
。

． ． 
谷
津
干
潟
に
、
孝
一
筋
l

ご
〉
」
に
併
来
す
3
、茨リ

舌
却
の
魚
類
V
L〉
7
、
の
数
の
調
査
二
児
向
毎
）

ハ
J

ん
川
勉
氏
協
力

v

． 

谷
津
干
潟
ク
リ
l
u作
恥

芳
三
日
曜
（
一
魚
）

1
7
三
山
人
魔
（
主
持
V

1
従
業
一干
潟
・
台
却
の
一
府
教
殺
し
の
管
理

S

7
浴
津
干
潟
の
行
事
索
内
殺
し
の
管
理
。

「
袋
干
潟
の
東
内
・
説
明
し
の
す
伺
萩
皇
民

国
民
（
十
よ
み
）
。

人
宏
教
1
λ
小
舟
ノ
ん
む
し
の
ぞ
行
。

A
a
，
合
〉
」
ム
付
？
同
八
の
椅
煮
、
天
果
。

月
二
回

． ． ． ． ． 

． 

均
的
、
一
比
一
（
相
ん
に
’
繁
殖
す
3
、寸
、渡
り
鳥
の
繁
殖

調
査
ペ
コ
ア
ジ
サ
町
司
プ
一
云
斗
ド
リ
・
コ
ん
J

い
り
）

斗
潟
γ
」
埋
め
立
寸
ー
刻
、
V

マ
ー
マ
γ
f、こ
に
ιγ

一
怠
す

3
汲
リ
色
｛
吋
芝
平
心
〉
）
－
L
だ
生
物
の
調
室
、
安
内

、
最
品
川
4
A
Y
。

寸
一ぶ
津
干
潟
宏
沢
一し
之
、
公
民
給
旬
、
銀
行
、
安
茶

、
芯
ぷ
C
で
ρ

． ． ． 
下
J

b

＼
の
『
ん
す
入
投
支
ゃ
ー
郊
の
hyレ
涜
じ
て
効
上
す

3
為
、
干
潟
の
ま
わ
リ
や
米
一跨
一
左
足
ま
の
フ
マ

リ

3
。

， 

ー
ア
ロ
ー
え
の
小
径
し
の
管
理
。

干
潟
町
清
稀
ー
で
集
め
だ
叩
」
、
マ
＼
芝
、
太
す
爪
ぺ
・
県

・
ヤ
・
末
派
帯
設
・
建
、
玖
役
、
花
に
依
頼
L
マ
持

J

守
ノ
ヰ
A

ヲマ、之内
LJ
っ
こ

yd

． ． 
夏
期
、
来
木
・
竹
・
プ
コ
／
一
？
白
除
外
け
の
か
を
士

、
制
八
此
械
の
／
〈
、
川
ハ
ー
ド
ワ
f
v
斗
ャ
、
ー
の
ゐ
に

件
フ
一
（
リ
づ
る
。

代
の
団
体
Y
－
ω交
え
。

斗
冶
却
の
え
v
A
Y－
改
苓
作
業
之
進
行
（
寸
り

3
。

ヘ
一『一寸目前川
γ
～川＼、ゾ／ナの
ω
ペニ，

h
j
v品
川

〉

新
臨
問
、
～
ア
レ
b
、
雑
誌
る
ご
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の

ん
働
き
か
け
。

－
b

々
芳
斗
も
苅
の
主
物
枠
内
本
し
の
件
及
。

も
め
、
ク
吻
ノ
3
人
代
、
河
す
3
1
荷
札
村
人
、
東
内
し
本
人
で

ぷ戸、－。

「
十
百
の
干
潟
の
殺
し
左
足
定
。

「
谷
津
斗
潟
色
然
教
育
園
の
砂
川
L
・4y
」
取
も

ω

日
耀
日
・
体
日
に
は
午
為
に
突
っ
寸
、
あ
ヲ
う
ノ

3
1
h
A
一
ア
、
ピ
ア
ノ
J

ア
一
方
勢
L

之
友
岡
。

淡
水
湘
ん
の
件
丸
。

ふ
柏
崎
A
A
放
の
4
入
れ

党
め
主
寸
尺
や
一
寸
wm
の
ゑ
之
内
ャ
ん
て
す
3
全
仏
刊

の
仮
設
Y

長
祝

a

特
ド
ヘ
繁
殖
苅
ぼ
玲
ベ
カ
に
。

ふ－均一
A

ス
タ
ー
の
ほ
ω一爪

〉

7
・
の
列
、
寸
リ
ヲ
ん
＋
ふ
と
Y
〕
し
。

。． ． ． ． ． ． ． ． ．－ ． ． 
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づ、

ん
と

自
然
を
大
切
に
干
潟
の
生
き
物

真
間
小
学
校

私
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
る
の
で
動
物
が
思
う
よ
う
に
か

え
ま
せ
ん
。
今
ま
で
何
度
か
小
鳥
を
か
い
ま
し
た
が
、
ひ
な
だ
っ
た

せ
い
か
弱
っ
て
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
泣
き
な
が
ら
庭
に
お
基
を

作
り
、
毎
朝
と
り
の
え
さ
と
水
を
そ
な
え
ま
し
た
。

す
る
と
、
そ
の
え
さ
を
す
ず
め
や
は
と
が
食
べ
に
く
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
私
は
お
父
さ
ん
と
、
え
さ
台
を
作
り
、
庭
に
立
て
ま
し

た
。
毎
日
、
部
屋
の
中
か
ら
観
察
し
て
い
る
と
、
ホ
オ
ジ
ロ

や
ム
ク

ド
リ
、
オ
ナ
ガ
ド
リ
も
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
新
聞
に
「
野
鳥
の
楽
園
・
谷
津
干
潟
」
と
い
う

見
出
し
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
さ
っ
そ
く
お
母
さ
ん
と
車
で
出
か
け
ま
し
た
。
そ
こ
は
、

高
速
道
路
と
大
団
地
に
閉
ま
れ
た
小
さ
な
干
潟
で
し
た
。
そ
こ
に
何

千
羽
と
い
う
た
く
さ
ん
な
烏
た
ち
が
羽
を
休
め
て
い
ま
す
。
小
屋
が

あ
り
、
野
鳥
の
名
前
、
絵
な
ど
が
書
か
れ
た
か
ん
ば
ん
も
立
て
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
オ
ペ
ラ
グ
ラ
ス
で
見
な
が
ら
調
べ
て
み
る
と
、
チ
ド

リ
、
シ
ギ
、
カ
モ
メ
、
サ
ギ
な
ど
が
い
ま
し
た
。

私
が
間
祭
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
野
鳥
の
愛
護
活
動
を
し
て
い
る

森
田
三
郎
さ
ん
が
、
ぐ
う
ぜ
ん
米
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
森
田
さ
ん

の
持
っ
て
い
た
望
遠
鏡
を
か
り
で
、
烏
の
名
前
や
特
徴
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
4

シ
ャ
ベ
ル
の
よ
う
な
長
い
く
ち
ば
し
の
グ
イ
シ
ャ
タ

シ
ギ
、
ス
ズ
メ
の
よ
う
な
チ
ド
リ
：
：
：
。

三
時
ご
ろ
、
潮
が
み
ち
は
じ
め
、
水
路
の
ほ
う
か
ら
A

燃
や
ク
ラ
ゲ

な
ど
が
た
く
さ
ん
流
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
カ
ニ
や
ゴ
カ
イ

な
ど
の
食
料
が
山
笠
宮
な
の
で
、
こ
こ
へ
瓦
渡
っ
て
く
る
ガ
リ
ガ
リ
の

烏
が
秋
に
は
ぶ
つ
く
り
と
太
っ
て
他
の
国
へ
渡
っ
て
ゆ
く
そ
う
で

す
。
そ
れ
か
ら
は
、
た
び
た
び
、
干
潟
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

で
、
干
潟
の
生
き
物
に
興
味
を
も
っ
た
私
は
、
「
干
潟
の
生
き
物
」

と
い
う
本
を
買
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
本
に
は
、
千
潟
の
で
き
方
か

ら
、
カ
ニ
、
野
鳥
の
種
類
ま
で
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
自
分
で
見
た

石
の
如
き
乏
の
は

間
以
り
カ
で
、
自
然
－
z
r
M
l
た
り
γ
」
匂
く
れ
と
ぷ
く

み
い
L

め
ふ
程
に
、

ぃ
細
リ

河
東
芝
よ

3
こ
は
l
リ

や
フ
寸
リ

3
ノ
ハ
向
ぷ
じ
ノ
明
、

ご
Y
」
で
は
ふ
リ
か
ん
3
う
今
。

広
ζ
、
そ
の
中
の
一

人
で
あ

3
0

ま
し
て
ゆ
＼
ぞ
ホ
沖

世
代
と
芝
、
λ
た
人
陶
に
、

ー
台
K
ノ
と
守
り
た
リ

L
X想
フ
た
と
℃
、

人

で
ζ
け
「
L

く
れ
た
γ
」
リ
、
フ
ミ
Y
〕は、

本
産
め
（
寸
L

。
一
谷
津
干
鳴
安
要

一相
究
会
一
則
一
り
1
3

一

・

一

l

T

ト
I

＼一一
－
1

．
、
一

2
一
千

ι一日
A

2

一

－T
m
mJ
パ一す

一一丘
一」桂川ど
恥
「

L
n
M

川
一
l

人
，
配
i

A

j

一一一，、町
一生
余
ql
一日

「
lili－－

i
I
l
l
i－
－

！

j
i
ll
－
「
｜
｜
「

I
l
l－
刊
誰

銀
愛

格一択

J
千

U
は
．
干

一
向
洋

お
谷

ラト 146毛

六日…↑

士
口

田

千
祥
子

も
の
の
名
前
が
わ
か
る
と
、
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
木
に
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、
動
制
物
の
世
界
で
は
、
き
ち
ん

と
し
た
関
係
が
あ
り
ま
す
。
お
た
が
い
に
食
べ
た
り
食
べ
ら
れ
た
り

し
な
が
ら
、
う
ま
い
具
合
に
つ
り
合
い
を
た
も
っ
て

い
ま
す
。
し
か

し
、
人
聞
は
、
そ
の
つ
り
合
い
を
破
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ヘ
ド
ロ
が
た
ま
っ
た
り
、
う
め
た
て
ら
れ
た
り
し
て
、
干
潟
も
数

少
な
く
な
っ
丈
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
悶
話
で
川
予
習
し
た
「
自
然
を
守

る
」
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

谷
津
干
潟
の
鳥
た
ち
も
、
す
み
か
を
追
わ
れ
て
、
仕
方
な
く
小
さ

な
干
潟
に
集
ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
干
潟
と
い
う
も
の
が
、
生
物
に

と
っ
て
、
ど
ん
な
に
大
切
な
環
境
な
の
か
が
、
よ
く
分
か
り
ま
し

た。
そ
の
干
潟
を
守
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
ヘ
ド
ロ
を
取
っ
た

り
、
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
り
し
て
、
野
鳥
の
柴
川
に
し
て
い
る
の
で
す
。

私
も
干
潟
に
興
味
を
も
つ
だ
け
で
な
く
、
大
き
く
な
っ
た
ら
、
森

田
さ
ん
の
よ
う
に
鳥
矧
愛
護
活
動
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
数
少
な
く
な

っ
た
日
本
の
千
山
を
こ
の
子
で
守
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
汚
法
ゃ
う
め
た
て
の
な
い
’U
然
の

が
を
た
も
つ
こ
と
が
、
↑
拡
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

〔
千
川
の
生
き
も
の

・
休
ま
さ
よ
し

・
ら
く
だ
出
版
〕

〔
評
〕干

潟
に
出
か
け
て
行
き
、
小
鳥
た
ち
の
賊
子

を
観
察

し

て
、
民
間
に
思

っ
た
こ
と
を
抗
刀
に
よ

っ
て
解
決
し
よ
う
と

す
る
態
度
は
立
派
で
す
。
ま
た
森
川
さ
ん
に
感
動
し
、
あ
な

た
も
自
然
を
守
ろ
う
と
決
心
し
た
こ
と
は
、
す
ば
ら
し
い
で

す。
年
マ
↑
に
こ
え
斤
↑
め
去
か
ぐ
ノ
、

戸
生
ん
駄
？
は
ぷ
赤
ハ
フ
士
ヘ
Y」

田
川
市
セ

3
0

今
、
本
庄
は

と
の
子
介
企
、
来
ぷ
リ
ミ
〉
」
LZ情、

っ
マ
り
マ
d

。
〔
介

J

（
、
将
来
、

こ
の
子
Y
」
同
せ
代

の
去
は
、
怠
庭
介
伝
来
ぷ
吟
っ
た
こ
℃
介
ゑ
来
得

3
の
T
あ
ま
。

4
l
祥
子
守
ん
に
、

寸

と
こ
て
ノ
で
、

ホペ、、、
大、
寺、
く、
lci、
玄、
ま、
寸u、

v

？
品
川
ま
で
森
田
、
で
ん
定

庁、
J

パ
ッ
テ
て
下
セ
リ
l
＼

と
et

－－ぅ、一言、勺れたいっ旬

V
L
．l
L
ドム、「ノ。

学校代表、ヤ優秀にぷりま Lた。このた党支は、



失!2）ゐ lまたえるリ

干
潟
で
羽
を
休
め
る
力
モ
と
エ
サ
を
あ
さ
る
コ
サ
ギ

野
鳥
観
緊
者
く
り
出
す

J

1
1
1
1
1
1
1谷
海
干
潟

’’

－
渡
り
鳥
の
策
閣
と
し
て
知
ら
れ
る
習

志
野
市
の
谷
町
伸
干
潟
に
は
今、

シ
ギ
や

チ
ド
リ
な
ど
約
二
十
籾
剣
の
野
鳥
が
飛

来
し、

冬
の
臼
孝
U
に
映
え
る
水
眠
で

の
ん
び
り
と
羽
を
休
め
て
い
る
。

谷町
山
干
潟
は
現
在
、
木
曾
川
河
口
、

有
明
海
と
並
ん
で
日
本
の
三
大
干
潟
と

習
わ
れ、

信
限
的
に
は
日
本
一

。
今
年

は
、
間
平
潟
官
ほ
珍
し
い
ト
モ
エ
ガ

モ
、
ア
メ
リ
カ
ヒ
ド
リ
ガ
モ
な
ど
も
矧

然
さ
れ
、
魚
介
矧
や
ゴ
カ
イ
な
ど

mg’

な
エ
サ
を
あ
さ
っ
て
い
る。

谷町伸
干
潟
を
愛
す
る
人
は
多
く

「日

本
野
鳥
の
会
」
・「
谷
獄
干
潟
を
守
る

会
」
の
ほ
か
、
一
隈
制
策
者
を
合
め
、

週
末
に
は
罪
叫
闘
を
持
っ
た
野
肉
フ
ァ

ン
が
く
り
出
し
て
い
る
。

習
志
野
市
本
大
久
保
在
住
、
学
生
、

品
開
阪
和
喜
己
ん
（
二
る
は

「
生
ま
れ
が
金

沢
だ
っ
た
も
の
で
、
干
潟
に
集
ま
る
野

鳥
を
見
て
感
動
し
た
」
と
、
述
日
制
怨

を
続
け
て
い
る
。

して今：唆に・"('') プア、局、1せにー今ド 1）のえアト

/'13c弘、／、c)t

~日新｜針

Yこ
李そ
尽互 の
ヲケ 当
ヲ否
す、、｜ま

しに

ぎ
介

く
Yこ

ー〉

Yこ当
｜まヲ
）前ず、

建L三

五三

俗
、
完
干
潟
庁
、

「
l

日
本
の
三
大
干
潟
L
町
一

づ
γ

」
は
ぬ
れ
入
り
ま
す
。
L

初
耳
？
す
。

く、一－
E
人
マ
、
固
で
（
ょ
う
。
辱
マ
人
、

YA1介
、
現

実
の
姿
、
日
木
全
国
に
お
バ
ゥ
寸
リ

3
干
潟
の
兜

崎
ぶ
の
で
す
。
桝
八
一
丸
野
自
」
一

h

り
会
来
日で
ん、

子

潟
γ」
主

耳

、

一

物

の

、

立

場

に

、

ど

う

寸

河

フ

寸

下

マ

－

U
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し
之
、
山
八
に
』
め
だ
っ
丈
ヘ

J人とtイ更＼ ）、 7J々、 ラマわん、 I!Lーで、の
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風
守
、
人
な
け
A
、
町
、
ほ
ん
V

」
に
い
リ
日
忍
ん
で

す
か
。
車
の
中
日

E
、
日
公
く

l
Zっ

マ
ぎ
り
リ
気
持
ぢ
？
す
。
在
ヲ
7
k
日
芝
づ
ぶ
リ
、

いっ
Y」
l
k
マリ

3
之
、
時
向
介
、
私
の
体
の
￥
ー
か

芝
、
山
．ス
l
1
1
ゆ
と
来
れ
寸
作
寺
、
そ
の
－
zu斤

聞
こ
う
ん
す
よ
う
で
す
。

、て山、

L

つ
い
て

／
／L
a
l

－－了一

l
？

ω

1

C

P

L

ノ
一

，
』

2

三

ーフ

べ
、
ゾ
湾
、
は
翠
（
5
る
リ
こ
乏
に

L
ま
し
た
。

立
札
木
「
丸
ム
A
L
し
の
去
ん
ま
。
木
附
人
X
f
の
ま

ま
マ
す
。

け
作
ノ
州
ソ
マ
ー
に
よ
う
今
？
．

ぷ
玄
命
、
く
色
然
の
芦
」
の
か
り
リ
、

γ〕
リ
、
フ

ぞ
ん
ぷ
時
、
ず
っ

γ
」サ一回のご
V
」
介
つ
リ
臼
末
広
の

れ
W
〈、

V
7（
マ
、
つ
り
田
原
氏
の
こ
V
L
汁
、
ず
っ

，V」

隠
れ
た
え
ソ
L

だ
の
品
川
く
、
そ
ん
本
ゐ
い
に
ふ
り
ま
す
。

ムー骨
八笠
パ
の
戸
主
ヤ
否
こ
γ）
十
ふ
す
い
h
ノ、

4
／～

の
団
内
の
人
是
介

h
h
E
J

芝
町
リ
マ
リ
ま
（
た
。

A
7
1

府
吹
で
れ
た
ん
下
リ
に
作
フ
マ
あ
リ
ま
す
。

二ト潟のそば、寸、津田沼；もなの生俊二T)勺

ラソン芝Lて＼ ）まLた。辛ij、この廷は

車寸ケぷリのです。

をの

この

ごくめずう lリ⑦すす。

霊ではあ I)J_ tん、えく－tのです。

すごく風の冷た＼）、現r＂） 日でした。
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ぢ、

人

と

谷i
仙津
誤干
妥潟
護に
欠軽
え油

野鳥の楽園

円
山
内
の
一
山
凶
で
知
ら
れ
る
有
志
野

市
の
谷
出
干
向
と
政
一双
河
を
zM
ぶ
水

路
に
、
一
カ
月
以
上
前
か
ら
絡
泊
が

流
れ
込
み
、
保
純
vm
到
持
続
け
て
い

る
谷
佳
ナ
同
議
指
釘
会
議
回
二

郎
会
長
）
で
は
「
こ
の
ま
ま
℃
は
、

平
内
の
生
物
に
影
響
が
出
か
ね
な

い
」
と
心
回
し
て
い
る
。

版
刷
川
が
流
れ
込
ん
で
い
る
の
は
、

岡
市
首
浜
（
あ
か
ね
は
ま
）
の
東
2

号
水
路
に
あ
る
土
門
口
か
ら
で
、
あ
た

一
り
の
水
聞
に
は
汚
い
消
脱
が
で
き
て

，
い
る
。
奴
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い

同
が
、
尚
ち
嗣
の
時
、
干
潟
に
も
広
が

り
、
裂
を
休
め
て
い
る
尚
た
ち
に
も

’
流
れ
込
ん
だ
軽
油
を
調
ペ
ヲ
也
市
公

害
セ
ン
タ
ー
の
職
員

H
習
志
野
市
商
法
に

J
勾
フ
、
あ
の
平
た
め
の
人
W
か
ん
し

え
の
技
更
新
仰
に
白
紙
号
、

久
今
回
の
朝
日
新
肉

。

石
の
り
日
比
五
ー
ォ
b
A
た
白
の
こ
℃
で
あ
玄
白

件
の

介
ソ
り
、
〆
久

J々

－J

い
の
対
士
、
糸
は
け
っ
ぷ
し
の
む

く
宙
↑
で
克
っ
た
。
干
の
ス
夕
、
／
い
は
角
に
あ
っ
マ

、
、
尼
の
正
吾
γ
」
械
の
マ
姐
り
は
み
に
ゼ
フ
マ
、

ー
ひ
ス
ト
リ
ー
ト
、
ぷ

ω
マ
巧
3
0

メ

J
動
く
生
物
図
鑑
L
γ

）

－

E
V
つ
ぺ
宍
＼
干
潟
の

ム
l
u、
・
ド
ゾ
左
み
る
り
な
似
の
軽
白
口
市
新
刊
川
、
店
の
正

一面介
5
旭
明
。
昂
リ
ア
E
A
っ
寸
け
っ
た
。
す
3γ
」、

ス
ヲ
、
ν
い
の
い
ア
介
。
ハ
ッ
γ
」
陶
川
マ
、

一
人
の
ふ
伏

ー
業
魚
介
す
っ
γ
」
刷
れ
・
久
ゴ
究
宍
。
片
手
T
い
ア
芝
浦

け
た
ま
ま
に
あ
守
入
、
片
手
で
が
州
の
車
の
A
A宇
し
ゅ
J

利

r
－互
l
広か日．，，
J

ロ
乞
動
介
l
マ
リ

3
句
判
片
付
。
す
ぐ

に
ま
た
ニ
人
の
徐
究
員
介
失
寸
衆
寸
、
指
ん
ぶ
し
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4
L
J
ミ
一

、
仏
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T
m
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け
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u
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m
m
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又
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一
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部
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う
け
う
ミ
γ
～
は
荷
玄
め
で
1
1
よ

ぼ
マ
ん
、
こ
れ
介
い
h

ノ
芝
、
こ

う
ふ
り
。
な
～
ぐ
ん
だ
ゥ
寸
、
私
た

一
部
に
泊
が
立
偏
し
て
い
る
。
森
田

会
長
に
よ
る
と
流
入
羽
目
立
ち
始
め

た
の
は
昨
年
十
二
月
下
旬
か
ら
ぞ
コ

日
に
よ
っ
て
琵
が
逃
う
と
い
う
。

と
の
お
館
山
ゼ
重
視
し
た
同
市
公
筈

セ
ン
タ
ー
（
声
福
祉
仲
店
長
）
は
、
先

月
末
か
ら
枠
内
滋
仰
の
調
査
に
乗
り
出

し
た
。
土
師
国務
）
た
と
つ
だ
各
マ
ン
ホ

ー
ル
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
水
路
か
ら

約
三
百
り
山
小
隊
れ
た
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
の
泊
水
分
限
装
置
が
故
伊
レ
て
い

る
の
そ
提
き
止
め
た
J

・と
の
た
め
同

セ
ン
タ
ー
た
は
1

「
洗
車
な
ど
で
尚
？

れ
出
し
た
献
鴨
池
が
そ
の
ま
ま
排
水
路

に
流
れ
込
ん
だ
」
と
の
見
方
を
強

め
、
四
日
に
同
ス
タ
ン
ド
の
貿
任
者

の
出
頭
を
求
め
事
情
そ
聴
く
と
と
に

し
て
い
る
1

！

ー
ナ
イ
コ
ト
」
之
一
期
フ

マ
川
ま
す
よ
れ
刈

b

主
フ
〉
」
、
壊

の
い
リ
リ
、
、
フ
ま
リ
ム
八
議
《
は
な
り

フマ店、、
で
l
ょ
う
す
．
こ
ん
な
こ

X
E

や
フ
マ
小
防
、

νーの、〉す、
L
仏

は
ミ
の
足
の
経
守
芳
介
い
フ
山
オ

ニ
ヮ
子
は
り
山
～
ぐ
れ
3
だ
さ
っ

。
品
の
あ
あ
l

l

l

U

や
か
ハ
広
主
的

J

Q

寸
こ
っ
士
ノ
左
見
つ
け
3
A
W

？
あ
っ
た
．

↓
ハ
ト
ゾ
・
」
人
、
彼
に
ノ
の
戸
は
断
こ
え
ず
乙
芝
、
ど
（
一の

ム－

E
7
7
3
X
こ
ち
々
、
勺
リ
は
、
ゅ
在
か
っ
つ
L

去
お
よ

そ
の
足
当
は
つ
く
台
守

J

う
。
ー
あ
れ
h

に
つ
、
あ
の

宙
十
に
粂
っ
マ

3
ノ
ハ
向
方
、
治
め
と
γ
」
で
、
オ
ペ
レ
定

。
一
右
の
こ

v
F」
新
聞
に
ム
ム
ー
だ
の
は
l

l

l

、
あ

ω男、
4

・噛
／の
ク
レ
流
L
刊
に
心
人
「
L

？レ
A
み
や

か

づ

「

L
t
入
ぃ
缶
匂
く
れ
官
、
人
野
前
骨
ん
そ

L
X
。
当

ノ々ヤ
Jγ

」
ム
ヨ
ロ
え
℃
芝
、
十
疋
介
ラ
ず
h

パ
マ
ノ
う
。
た
γ
」、『ん

Y
の
当
リ
だ
フ
た
v
～l
マ
ダ
」
・
被
ド
円
ノ
の
側
に
、
互
マ

守
、
￥
t

・
、
「
る
ん
つ
ー
笹
川
理
今
、
ら
ゐ
ミ
〉

LT3。

U
A
Vゆ
／

3
、

1
4
ナ
の
、
汚
れ
3
こ
Y
」左オマ剖
L
X

け
う
の
は
、
こ
ん
広
ミ
℃
芝
、
一
＝
ロ
う
の
寸
あ
て

J

う。

才
、
＼
の
時
さ
ぞ
、
フ
か
フ
た
。

E
L
か
L
た
に
ノ
、
桝
～

殿
活
動
Y

」
ソ
フ
さ
の
は
、
・
↓
中
街
験
、
ム
ロ
失
軟
に
似

マリ
3
）苅

μ

ず
め
3
の
点
つ
を
払
川
氏
本
リ
。
、
敵
味
方
介
、

前
後
左
J

々
に
、
向
い
祈
パ
パ
入
り
乱
れ
寸

U
3弁、う

q
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グ
ヴ
ヶ
ハ
円
い
だ
掬
1
2
斗？

ふ
か
玲
l
た
こ
Y
」
は
、
今
一
帯
－
A
A
l
た
〉
〕
足
フ
マ

リ

3
。
肉
リ
寸
み
マ
、
ょ
く

T
カ
ッ
ト

L
ぷホパっ

た
ぷ
ぁ
、

ζ

ソ
フ
の
オ
正
直
ぷ
突
ゐ

T
め言。

一
一
円
一
日
町
、
午
後
、
久
時
オ
ヅ
の
寸
タ
見
の
い

と

xfでし
γ
二
う
、

F
M一
フ
グ
オ
の
、
双
足
？
あ
3

ρ

十
五
介
向
。
長
け
γ
〕
忠
フ
た
。

V
」
く
に
後
半
、

習
足
野
、
一
？
の
こ
工
に
づ
り
寸
は
、
か
／
q
Fで
つ
り
こ

v
k

之、一一－

3
た
Y
〕
丸
、
っ
。
庁
、
ζ

・lれ
は
、
終
判
や
単
l

A
3充
足
マ
は
＋
A
M
。
↑
宇
宙
へ
で
あ
J
3
．
渦
中
に
あ

フ
寸
、
白
H，
J
bパ
Z
E
フ
マ
体
駿
L
、
強
よ
り
主
知

っ
7
k
り
3
ホべらいに。

L
作

J
F」
、
目
ん
尺
リ
由
州
り
「

t

、り

た
人
陶
で
は
え
引
け
つ
＋
μ
ハ・

ふ
介
、
つ
在
、
カ
グ
仇
同
協
す
J
V

し
が
』
や
リ
村
枚
々
で
、
ム
ケ
る
み

や
り
絞
け
寸
リ

3
0

ハ
々
津
干
潟
に
関
係
す
ノ
言
、
り
く
づ
だ
し
の
団
体
の

古
！
？
、
糸
是
介
リ
tJ
ぽ
Am
守
、
リ
．
ぬ
川
危
斥
介
、
事

突
A
句
？
あ
言
。
か
ハ
カ
ゲ
、

4
A
r
）ハ
V
4
h

ノ
は
ん
ん
で

り
。
や
J
A
3
こ
乙
、
や
り
た
リ
こ
〉
」
ぽ
介
り
や
っ

「l
U
3
t
リ
介
、
ム
勺
だ
介
つ
マ
、
公
告
ハ
恥
免
広
む

ー
た
こ
Y
」
は
ぷ
ホ
ハ
フ
た

6

う
フ
介
リ
（
寸
リ
た
句

P
ト、九一’司令介まの

7
広
介
っ
た
の
た
3
う・

開

μ
υ
F
Aす
川
、
、
い
や
汗
介
A
A
寸
く

3
。
会
長
山
に

ふ
人
ご
う
克
訟
は
ま

3
Z
V
ふ
盆
真
左
払
っ

て
く
爪
寸
り

3
企
画
八
Y

」
ソ
フ
オ
q
に
、
い
フ
さ
＋
崎
ノ

－
ヰ
る
け
℃
田
川
つ
寸
い
リ
言
。
一
怖
を
、

M
l
小
じ
ノ
の
オ
q

k
す
3
ミ
Y
」
ホ
パ
ム
ム
来
ふ
り
介
は
ノ
介
。
詮
介
代
っ
て

岬
バ
め
支
可
処
の
こ
Y
」、

つ
ア
デ
サ
－
Y

？
で
イ
ハ
y

く
A

ー
ぶ
り
ず
？
．

品
川
＝
／
マ
之
玲
め
γ
」す
3
渡
り
怠
の
こ
Y

ぃ
、
フ
リ
ー

、／作
れ
に
み
け
3
3
ミ
VM
干
の
対
策
、
水
路
や
下

水
の
こ
γ
」
、
谷
津
干
潟
に
釆
コ
人
え
に
L

寸
宅
で
た

こ
〉
」
広
℃
I

l

l

．
γ
’
〕
〉
寸
リ
十
分
γ
」は

Vλ
ゑ

知
っ
寸
3
m
mり
、
企
図
的
代
史

7
也
、
こ
の
少

人
数
の
ぞ
ァ
、
ピ
ア
ィ
ア
元
秘
は
、
明
〈
パ
株
け

τリ

3γ
」
間
心
『
〉
。
そ
の
一
、
羽
左
V
1
の
ま
ま
ム
ム
1

マ
〈
爪

た
グ
川
パ
止
ハ
マ
人
、
で
う
を
広
リ
オ
ピ
う
～
）
ヴ
り
ま
す
J

。

昔
、
〉
」
リ
フ
マ
芝
、
タ
の
湾
岸
足
勝
の
下
介
、
ら

え
品
川
海
介
ヲ
た
頭
、
こ
こ
介
ゲ
u

一位－

7
d議
介
安
活
「

l
寸

νに
。
拾
の
為
析
は

J
羽
山
／
ク
取
L

X

U
フ

ー
ヘ
ル
ス
で
、
／
q
l
L
オ
企
盆
期
の
頃
た
勺

官
h
（
。

大
八
‘

υ
介
に
T
Lみ
当
の
1
1
海
ブ
ヶ
お

雪
作
リ
口
、

し
の
よ
う
に
作
コ
マ
あ
っ
た
。
お
持
府
港
之
引
の
℃
口
ぽ

リ
l
「
L
来
3
め
か
作
っ
た
・
ハ
。
現
在
の
、
ヰ
1

コ
ー
ヒ

ー

x
ソ
フ
会
‘
危
ぐ
、
ふ
り
の
対
に
ア
イ
庁
名
フ
寸
、

vlミ
之
、
府
吹
田
｛
た
。
点
介

J

章
小
っ
マ
介
ハ
’
つ
、
を
う
二

十

4
t
A肥
勺
寸
ー
ま
っ
た
。
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八
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芝
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に
m
K
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い
ャ
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セ
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で
、
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す
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に
、
牛
当
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忘
れ
、
い
つ
れ
た
よ
う
る
所
γ
」
は
、
ま
で
に
、
ミ
う
ソ
フ

所
芝
、
一
－
『
ロ
う
の
か
さ
知
れ
広
け
。

す
乏
に
聞
く
〉
」
、
イ
の
号
、
海
で
位
、
フ
道
兵
士
入
れ

け
て
J

ん
芯
作
業
芯
仁
左
す
マ
d

）
汁
穴
っ
た

マ
去
り
た
リ
、

の
こ
℃
。
こ
こ
は
、
こ
の
一
、
一
軒
六
け
、
海
に
す
よ
フ

γ
」

盆
ヲ
ぱ
勺
寸
け
た
の
で
、
テ
パ
ナ
〔
会
合
国
ず
し
、
あ
3
り

は
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什
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叫
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史
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。
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介
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・
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－
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ぶ
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・－／く、一－
E

フ
っ
け
マ
d

め
で
す
。

み
念
仏
削
・
／
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介
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又
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叩
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。

れ
れ
〕
、
フ
の
こ
う
め
三
ソ
フ
人
陶
？
は
る
い
リ
。
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介
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＋
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台
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介
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／
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＼
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介
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＼
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。
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潟
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台
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史
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介
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台
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潟
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ど
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が
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け

あ
フ
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ま
す
み
パ

数
え
て
「
ふ
か
ん
む
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に
の
せ
た
の
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、

と
に
さ
介
く
に
’
芝
、

寸
’身
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づ
ま
ヤ
バ
爪
古
田
川
り

L

と
の
こ
と
で
l
た。

VTの
崎
弘
ハ
じ
ノ
知
り
拾
の
た
の

で
す
。
放
下
で
ん
の
源
代
治
ま
っ
た
の
で
は
あ
3
4ハ

坊片こモ良人、

し
だ
フ
た
汁
ハ
フ
で
す
。

何
人
ご
℃
の
よ
う
に
忠
人

と
ソ
つ
の
介
理
由
で
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恥
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っ
寸
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っ
つ
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」
ソ
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、
失
永
が
ハ
ゐ
ハ
t心

が
は
、

糸
ぽ
、
回
μ
め
ず
に
は
り
ω
J
J
h

決
L
「
人
公
教
だ
け
芝
、
茨
ん
で
、
一

23

州
側
ざ
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応
之
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い
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ぶ
介
フ
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q
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で
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六
ヘ
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ぁ
ー

ピ

忍
け
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第 111号

品

永
い
聞
に
わ
た
っ
て
御
支
援
、
御
協
力
当
会
の
反
対
運
動
は
有
効
な
手
段
を
持
ち
え
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
乙

の
よ
う
な
カ
ン

m

m
を
い
た
だ
き
ま
し
た
「
豊
前
火
力
絶
対
阻
ぬ
ま
ま
今
日
に
至
り
ま
し
た
。
パ
を
受
け
取
る
乙
と
は
、
許
さ
れ
な
い
と

川

市
止
、

環
境
権
訴
訟
を
す
す
め
る
会
」
を
、

ζ

う
い
う
停
滞
状
況
を
、
も
う

一
度

前

性

と

で
す
。
ー
そ
の
心
苦
し
さ
が
、
け
じ
め
を

m

m
一
九
八
二
年
1
月
白
日
を
以
て
解
散
す
る
化
し
え
な
い
の
か
と
い
う
の
が
、
昨
年
夏
か

つ
け
る
こ
と
を
決
断
さ
せ
た
と
い
え
ま
古
川

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

謹
ん
で
報
告
ら
の
討
議
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
無
念

な

当

会

は
解
散
し
「ま
す
が
バ
一
人

一
人
の

川

川

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

が

ら

否

定

的

結

論

で

終

り

ま

し

た

0

6

反
公
害
闘
争
へ
の
志
、
一
環
境
権
獲
得
へ
の

宮

町

い

か

に
も
唐
突
な
報
告
で
恐
縮
な
の
で
思
え
ば
、
当
会
が
結
成
さ
れ
た
の
は、

一

志

、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
関
心
な
ど
は
山

川
す
が
、

実
は
乙
の
乙
と
は
昨
年
夏
以
来
、

九

七
三
年
三
月
一
五
日
で
あ
り
、
ほ
ぽ
九
年
消
え
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ

r

m
内
部
討
議
を
重
ね
て
き
た
上
で
の
、
苦
渋
が
経
過
し
て
い
ま
す
し、

当
会
結
成
前
に

一

れ
ぞ
れ
の
や
刀
方
で
、
・
い
ろ
ん
な
乙
と

κ
山

川
に
満
ち
た
結
論
で
あ
り
ま
す
。
年
間
の
反
対
運
動
前
史
が
あ

っ
た
ζ

と
を
か

か

か
わ
っ
て
い
く
の
は
当
然
で
す
。
そ
の
マ

出
解
散
理
由
を
単
的
K
述
べ
ま
す
な
ら
、
ぞ
え
ま
す
と
、
ち
ょ
う
ど
十
年
の
歳
月
が
経
乙
と
の
、

・い
わ
ば
確
認
作
業
と
し
て
、

当
川

m
も
は
や
対
監
前
火
力
闘
争
が
、
実
質
的
に
過
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
人

一
人
が
十
会
解
散
後
も
「
草
の
線
通
信
」
の
発
行
を
ep

臨
終
っ
た
ζ

と
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
年
の
疲
れ
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
否
定
し
え

続
け
る
乙
と
は
、
結
論
と
し
て
一
致
し
ま
川

川
で
す
。

ま

せ

ん

。

し

た

。

，

m

M

勿
論
、

建
設
差
止
め
裁
判
は
、
な
お
辰

勿

論

、
乙
の
ま
ま
活
力
を
喪
っ
た
形
で
会

乙
の
解
散
声
明
が
、

実
質
的
な
敗
北
宣

一一

一一

高
裁
に
係
属
中
で
そ
の
結
論
は
出
て
い
な

を
続
け
て
い
く
と
と
も
不
可
能
で
は
あ
り
ま

言
と
と
ら
れ
る
な
ら
、
そ

’れ
は
や
む
を
え
抗

凶
い
の
で
す
が
、
し
か
し
、

長
高
裁
で
法
廷

せ
ん
。
持
続
す
る
乙
と
の
大
切
さ
を
、
口
に
な
い
ζ

と
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対
し
叩

川
が
聞
か
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
い

つ
か
届

し

で

も

き

ま

し

た

。

て

は

、

あ

の
高
裁
判
決
で
敗
訴
し
た
時
、
山

附
く
一
方
的
な
決
定
を
待
つ
だ
け
の
乙
と
で
し
か
し
、

や
は
り
私
ど
も
は
、
乙
乙
は
け

裁
判
所
で
か
か
げ
た
垂
れ
幕
の
歌
を
以
て

叩

…？
の
り
、
そ
の
決
定
も
先
の
大
阪
空
港
裁
判

じ

め
を
つ
け
る
べ
き
時
だ
と
判
断
し
ま
し
た
。
答
と
す
る
の
み
で
す
。

～…

訓
の
門
前
払
い
判
決
か
ら
推
し
て
、
一
片
の
そ
れ
が
、
沢
山
の
支
援
者
、
協
力
者
へ

の

当

破

れ
た
り
破
れ
た
れ
と
も
十
年
の

根

川
期
待
さ
え
抱
く
乙
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
つ
会
の
責
任
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

主

張

微

臨

も
柾
ぐ
と

い

わ

な

く

山

山
ま
り
、

裁
判
闘
争
は
終

っ
た
と
考
え
ま
す
。
本
当
に
当
会
は
、
そ
の
発

足

時

か

ら

令

日

乙

の
闘
い
に
か
か
わ
っ
た
十
年
間
を
、

四

‘．
 川

私

ど

も
の
意
に
反
し
て
豊
前
火
力
発
電

κ至
る
ま
で
、
身

κ余
る
ほ
ど
の
熱
い
御
支

お

そ
ら
く
誰
も
後
悔
し
て
い
な
い
と
い
う
刊

刷
所
が
操
業
を
開
始
し
て
、
す
で
に
数
年
が
援
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

実
に
九
年
間

乙
と
を
い
い
添
え
れ
ば
、
と
れ
以
上
の
答

m

凶
経
ち
ま
す
。
さ
い
わ
い

K
も
、
同
発
電
所
に
わ
た
っ
て
、
毎
月
欠
か
さ
ず
カ
ン
パ
を
送
は
あ
り
ま
せ
ん
。

山
に
よ
る
被
害
が
顕
在
化
し
な
い
ま
ま
に
、
り
続
け
て
下
さ
っ
た
方
が
沢
山
い
ま
す
。

永
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媛
、
御
協
力
に
心
か
ら

向
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、
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岸
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す
＠

e

w
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A
V
「
さ
び
し
い
な
あ
」

一月
＝二

H
、
右
貨

に
掲
げ
る
公
式
声
明
を

発
し
て
記
者
会
見
し、

当
会
の
解
散
を
公
表
し

ま
し
た
。

公
式
声
明
で
は
表
引

で
き
な
か
っ
た
内
情
を

も
う
少
し
詳
し
く
報
告

し
ま
す
。

むしろ新しい出発のだめに
::D:ユ
砲下松

解
散
を
段
初
に
提
議

し
た
の
は
、
私
で
し
た
。

昨
年
夏
、
耶
馬
渓
で
原

告
間
中
心
の
合
宿
を
し

た
夜
の
ζ

と
で
す
。

そ
の
時
の
結
論
は
、

ま
だ
時
期
が
適
当
で
な

い
、
段
高
裁
判
決
の
出

る
ま
で
は
刻
状
を
維
持

す
べ
き
だ
と
い
う
と
と

e

に
な
り
ま
し
た
。

年
末
に
な
っ
て
、
市内

ぴ
解
散
の
論
議
を
持
ち

出
し
た
一
つ
の
き
っ
か

け
と
し
て
は
、

声
明
に

あ
り
ま
す
よ
う
に
、
大

阪
空
港
裁
判
の
段
高
裁

判
決
が
あ
り
ま
し
た
。

も
は
や
、
妓
高
裁
に

一
片
の
期
待
も
勉
け
な

い
と
実
感
し
た
時
、
そ

ん
な
む
な
し
い
判
決
を

待
つ
て
の
解
散
決
定
は

恥
辱
だ
と
思
わ
ず
に
い

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
は
や
当
会
の
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
以

上
、
段
高
裁
判
決
な
ど
待
た
ず
に
解
散
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
い
う
払
の
川
肢
の
提
案
に
、

も
う
反
対
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

原
告
団
妓
年
長
の
市
的
自
在
さ
ん
が
、
し

き
り
に
「
寂
し
い
な
あ
」
と
辿
先
し
て
「
な

ん
と
か
続
け
ら
れ
ん
も
ん
か
な
あ
」
と
嘆
息

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
全
員
の
内
心
の
思
い

で
も
あ
り
ま
し
た
。

A
V
僚
的
を
見
出
せ
ぬ
ゆ
え
に

私
が
解
散
を
提
議
す
る
時
に
使
っ
た
言
集

は
、
「
け
じ
め
を
つ
け
た
い
」
と
い
う
ζ

と

で
し
た
。
会
と
し
て
の
活
動
力
を
喪
っ
た
以

上
、
そ
し
て
そ
の
蘇
生
が
希
め
な
い
以
上
、

解
散
す
る
乙
と
が
「
け
じ
め
」
だ
と
い
う
考

え
で
す
。

豊
前
火
力
絶
対
阻
止
・
原
境
権
訴
訟
を
す

す
め
る
会
が
、
裁
判
斗
争
の
た
め
に
結
成
さ

れ
険
能
し
て
き
た
会
で
あ
っ
た
以
上
、
そ
の

裁
判
斗
争
の
終
り
と
共
に
役
割
を
終
え
る
の

も
や
む
を
え
ま
せ
ん
。
そ
の
裁
判
斗
争
は
、

昨
年
三
月
三

一
日
の
高
裁
判
決
で
も
っ
て
終

っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
以
降
、
当
会
と
し
て
は
対
豊
前
火
力

で
の
具
体
的
行
動
を
何
一
つ
抑
制
み
え
て
い
ま

せ
ん
。
と
い
う
よ
り
は
、

具
休
的
行
動
の
目

僚
と
い
う
か
標
的
を
す
ら
定
め
え
て
い
な
い

の
で
す
。

勿
論
、
操
業
中
の
盟
前
火
力
発
電
所
に
よ

る
顕
著
な
公
害
が
剖
切
実
に
発
生
し
て
い
れ
ば

当
会
も
行
動
を
起
乙
し
て
い
る
は
ず
で
す
か

ら
、
む
し
ろ
具
体
的
行
動
の
般
的
を
つ
か
め

な
い
と
い
う
乙
と
は
、
地
成
に
と
っ
て
の
さ

い
わ
い
と
考
え
る
べ
き
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
、
わ
れ
わ
れ
の
怠
慢
ゆ
え

K
、
す
で

に
起
乙
り
始
め
て
い
る
公
答
に
気
が
つ
い
て

「
そ
の
巧
え
方
は
問
迷
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
カ
ン
バ
を
送
っ
て
下
さ
る
方
は
、
そ
ん
な

ζ

と
も
ポ
知
の
上
で
送
っ
て
下
さ
っ
て
い
る

は
ず
で
す
か
ら
、
ζ

の
会
の
存
在
意
義
を
認

め
て
い
る
の
で
す
」
と
、
解
散

κ強
く
反
対

し
た
の
は
、
一
川
附
の
伊
政
ル
イ
さ
ん
で
し
た
。

「
あ
な
た
が
そ
ん
な
に
そ
の
ζ

と
で
と
だ
わ

る
の
な
ら
、
今
一
副
の
支
段
者
の
名
簿
を
私

K

見
せ
て
卜
さ
い
。
払
が
全
国
行
脚
し
て
、
一

人

一
人
に
支
開
放
の
真
意
を
倣
か
め
て
廻
り
ま

す
か
ら
」
と
ま
で

い
わ
れ
て
、
私
は
た
じ
ろ

ぎ
ま
し
た
。

「
い
か

K
当
事
者

κは
非
力
と
み
え
て
も
、

乙
の
会
の
社
会
的
存
在
意
義
は
大
き
い
・
し
、

九
州
屯
力
を
緊
仮
さ
せ
て
い
る
ζ

と
は
他
か

な
の
で
す
か
ら
」
と
い
う
の
が
、
伊
政
さ
ん

の
解
散
反
対
政
由
で
す
。

当
会
の

M
倣
討
議
は
内
部
だ
け
で
の
討
議

で
、
外
K
向
け
て
は
殆
ど
相
談
は
し
ま
せ
ん

で
じ
た
が
、
伊
藤
さ
ん
の
ζ

の
強
力
な
反
対

論
は
、
内
郎
討
議
K
持
ち
出
し
ま
し
た
υ

し
か
し
、
や
は
り
解
散
の
意
志
を
く
つ
が

え
す
ζ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

A
V
新
し
い
出
発
の
た
め
に

解
散
反
対
の
山
山
を
理
解
で
き
な
が
ら
、

し
か
し
そ
れ
K
閉
じ
え
な
か

っ
た
の
は
、
も

は
や
乙

の
停
滞
状
況
は
く

つ
が
え
し
え
な
い

だ
ろ
う
と
い
う
現
実
犯
爆
が

一
人

一
人
K
あ

っ
て
、
乙
の
ま
ま
で
は
自
分
が
ダ
メ

K
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
の
ゆ
え

K
で
あ
っ

た
と
忠
わ
れ
ま
す
。

恒
速
さ
ん
や
坂
本
さ
ん
が
、
「
乙
れ
か
ら

新
し
く
出
発
す
る

K
は
、
は
っ
き
り
解
散
す

る
し
か
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
」
と
い
っ
た
意

味
も
そ
れ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

形
と
し
て
は
存
在
す
る
が
、
実
態
と
し
て

ば
命
を
喪
っ
て
い
る
迎
動
を
隠
れ
ミ
ノ
の
よ

う
K
じ
て
い
れ
ば
、
一
人
一
人
の
堕
砿
は
と

め
ど
な
く
な
り
ま
す
。

解
散
に
よ
っ
て
、
一
人
一
人
の
蒋
び
の
出

発
が
問
わ
れ
る
ζ

と
に
な
る
の
だ
と
い
う
覚

悟
を
定
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
わ
し
と
し
て
は
、

ζ

れ
か
ら
も
位
前
火
力

が
存
在
す
る
以
上
は
、
そ
れ
K
乙
だ
わ
り
続

け
る
し
か
な
い
ん
じ
ゃ
か
ら
、
裁
判
が
な
く

な
っ
た
あ
と
、
乙
れ
と
ど
う
向
き
合
う
か
、

自
分
な
り

K
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
ん
よ
」

と
い
う
促
原
さ
ん
。

「
豊
前
火
力
が
進
出
し
た
あ
と
の
、

豊
前
市

κお
け
る
経
済
的
影
響
調
査
を
、
ぜ
ひ
や
り

た
い
ん
よ
。
そ
の
た
め
の
調
資
項
目
の
桁
棋

を
い
ま
作
成
中
な
ん
で
、
そ
の
時
は
殿
前
の

人
達
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う
坂

本
さ
ん
。

「
ぜ
ひ
、
や
り
ま
し

ょ
う
。
吉
永
さ
ん
や
釜

井
さ
ん
に
も
動
い
て
も
ら
っ
て
」
と
応
え
る

時
限
さ
ん、

恒
遠
大
』
ん
。

却
も
、

会
の
解
散
に
よ

っ
て
、
豊
前
火
力

問
題
か
ら
逃
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
者
は
い

な
い
の
で
す
。

次
頁
K
稿
を
改
め
ま
す
が
、
当
会
の
メ
ン

バ
ー
は
解
散
後
も
そ
の
ま
ま
始
ど
が
「
草
の

恨
の
会
」

K
残
っ
て
、
本
誌
を
拠
点
と
し
て
、

あ
る
い
は
独
自
の
、
あ
る
い
は
共
同
の
迎
動

に
か
か
わ
り
続
け
て
い
く
乙
と

K
な

っ
て
い

ま
す
。木

当
は
、
当
会
を
と
れ
ま
で
御
支
媛
下
さ

っ
た
一
人

一
人
、
及
び
各
種
迎
動
休
各
仙川
に

解
散
の
挨
拶
状
を
差
上
げ
る
の
が
礼
儀
で
す

が
、
本
誌
上
で
の
報
告
を
も
っ
て
替
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ー

l

心
か
ら
の
感
謝
を
ζ

め
て

な
い
の
か
も
知
れ
ぬ
と
い
う
不
安
は
倣
か
に

あ
り
ま
す
。
（
た
と
え
ば
、
行
指
を
中
心
と

し
た
必
枯
れ
の
急
増
が
、
盟
前
火
力
の
保
業

後
で
あ
る
乙
と
な
ど
）

A
V
パ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
な
い

私
は
こ
れ
ま
で
、
よ
く
乙

ん
な
ふ
う
に
書

い
て
き
ま
し
た
。

非
力
な
当
会
が、

不
相
応
な
大
き
な
絞
判

斗
争
を
打
っ
て
、
し
か
も
二
十
頁
も
の
出
向
関

4
H
Z
L
 ‘

い
刻
む

v
匂
i
E

誌
を
月
刊
で
発
行
し
続
け
る
こ
と
で
、
あ
た

か
も
大
き
な
力
を
持
っ
た
迎
動
の
よ
う
に
み

せ
か
け
て
き
た
と
。

そ
れ
は
当
事
者
と
し
て
、
と
て
も
気
恥
ず

か
し
い
や
ま
し
い
乙
と
だ
が
、
そ
ん
江
気
恥

ず
か
し
き
に
耐
え
て
大
き
く
み
せ
か
け
る
乙

と
乙
そ
が
、
当
会
の
迎
動
戦
術
な
の
だ
と。

実
際
、
そ
う
党
倍
し
て
乙
れ
ま
で
続
け
て

r ・1-.. ＿ぺζ0- : ,• ．勺正？タl
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き
た
の
で
し
た
。

字
井
純
さ
ん
が
、
新
年
号
に
寄
せ
ら
れ
た

メ
y
セ

l
ジ
で
い
・
っ
と
こ
ろ
の
、
「
マ
ン
ネ

リ
ズ
ム

の
辺
動
」
の
向
忠
義
を
確
認
し
続
け
て

き
た
つ
も
り
で
す
。

そ
れ
が
、
限
界
に
き
た
と
い
う
の
が
、
正

直
な
止
口
白
で
す
。

当
会
は、

発
足
と
同
時
に
毎
週
木
曜
の
伎

を
学
習
会
と
し
て
設
定
し
、
そ
れ
は
こ
の
九

年
間
ず
っ
と
欠
か
さ
ず
に
続
い
て
き
ま
し
た

が、

回収
近
で
は
三
人
し
か
集
ま
ら
な
い
な
ど

と
い
う
ζ

と
も
あ
る
有
線
で
、
か

つ
て
の
活

気
を
恩
う
と
、
も
は
や
限
界
に
き
た
な
と
い

う
の
が
実
感
で
す
。

そ
の
大
き
な
原
因
と
し
て
、

当
会
の
運
動

が
、
新
た
な
参
加
者
、
と
り
わ
け
若
い
人
を

殆
ど
悲
き
つ
け
え
な
か
っ
た
と
い
う
反
省
点

が
あ
り
ま
す
。
結
局
、
乙
の
十
年
間
、
運
動

の
中
心
に
終
始
し
た
の
は
段
初
か
ら
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
っ
て
、
新
し
い
人
を
か
ぞ
え
る
乙

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
十
年
間
走
り
続

け
て
疲
れ
た
者
述
が
、
バ
ト
ン
タ
γ
チ
し
よ

う
と
し
て
振
り
向
い
て
も
、

説
も
い
な
か
っ

た
と
い
う
乙
と
で
す
。

。
解
散
反
対
も
い
わ
れ
た
が
：：・

「
け
じ
め
」
と
い
う
と
き
、
払
が
一
帯
心
に

か
け
た
の
は
、
支
援
者
と
の
関
係
で
す
。

金
制
を
あ
げ
つ
ら
っ
た
り
し
て
恐
怖
純
で
す

が
、
た
と
え
ば
毎
月
欠
か
さ
ず
三
千
円
も
の

送
金
を
続
け
て
下
さ
る
方
が
い
ま
す
。

会
の
活
動
が
活
発
で
あ
っ
た
頃
な
ら
と
も

か
く
、ル

wmを
市
ね
て
き
ま
す
と
、
そ
れ
を

受
取
る
乙
と
が
苫
仰
と
な
っ
て
き
ま
す
。

当
会
が
ト行
在
す
る
か
ら
乙
そ
、
乙
の
庁
も

活
金
を
’
や
め
る
と
と
が
で
き
な
い

の
で
は
な

か
ろ
う
か
と
、
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
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又
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谷

津

干

潟

愛

護

研

究

会

一
澗

川

J
3

口

市

川

市
本
北
方
二
｛
一二五

t
六

一
本

－

寸

ι
日
会

千
ユ

電
話
。
四
七
一了
一
ユ
八
｜
六
六
六
八

一斐

l
m
－M
究

文
壱
ハ
森
田
一
二
、
時

一会一
A
Y

」
V

一
行
設

一銀
愛

一葉；

一

花
仏

一千一
は
干

一肌凶作

一お
谷

「
I
s
i－
－

J

l

．、

教
薬
会
し
か
ん
は
リ
ま
寸
j
q

上
の
J

又
、
き
っ
〉
』
女
の
？
？
ぶ
の
だ
？
っ
。

ー
欠午
逮
干
潟
野
鳥
観
察
b
z
L
、
今
（
防
い
っ
く
符
っ

7
寸
下

セ
リ
。

森
田
は
、
決
（
寸
芯
れ
寸
リ

3
の
で
は
す
の
ク
ま
セ

人。

，昨
ヰ
ヰ
の
八
月
十
大
日
に
凸
旦
十
一
撤
夫
1
寸
介

5
V」
リ
っ

き
め
、
た
た
の
一
四
三
－
（
『
｜
観
衆
人
ず
の
こ
〉
」
左
足
市
本

リ
日
は
み
り
ま
て
ん
で
L
た。

貨
は
、
寸
リ
く
づ
か
の
団
体
の
総
乏
し
Y
」
ハ
リ
う
さ
の
に

主
芝
、延
’L
た
の
で
す
。
ー
に
介
11
、
そ
の
後
の
孫
壬
と
見
3

に

、

あ

リ

ゑ

7
7宣

の
次
の
対
主
殺
り
7
bり
ま

す
。
、
対
ム
ヰ
ペ

dA腐
の
析
に
中
内
フ
寸
一
ば
、
糸
H
ん寸
は
あ
コ

斤
草
市
へ乞
見
3
イ
」
、
干
潟
芝
、
一
ア
l
ナルゾ」母、、
V
4
j

芝、

汲
j
hや
干
潟
の
4

よ
き

ε
2ぺ
す
、
即
応
－
R
炉
芝
、
干
潟
吃
環

境
之
守
コ
こ
〉
」
広
ご
芝
、

y
l寸
寸
貌
索
令
し
す
ケ

J

、こ

の
攻
、
軽
け
を
の
で

L
介
ぷ
り
じ
り
爪
υ
ギ
ヨ
ァ
偽
后
り
よ

う
で
す
J

。
あ
フ
ヲ
フ
－
7
く
、
こ
っ
す
フ
－
フ

く

で
、
何

t
b
y芯
リ
、
特
dk三
次
下
ヘ
す
に
は
、
目
ん
セ
だ
く
石
川
市
人

局
庄
の
？
す
。
や
は
り
、
広
明
丈
夫
に
．
令
契
合
が
や
？
巾

一

守
、
命
2
別
え
さ
及

vtaa－－ノに
聞
け
ん
知
い
同
ノ
マ
れ
寸
り
ま
す
。

鴨

崎

両

鳴

由

一・

喝

ム
鴫
ム
噌

A
曙
ム
噂

A
噂
ム
噌
ム
噌
ム
噂

ム
噌
ム
噌
品
噌

A
噂

噂

噂

噂

噂

4

W

A曹

A
噂

A
司
、
d

w

A
曙

噂

噂

幽

W

A
守

噂

噂

4

W

A

V

A
噂

晶

噌

晶

唱

曲

暗

唱

A

，a

w

A
噌

4
4
4
4

ペ会津干 潟昆1t箱

／／円
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作業どく初＼吉右左之 3づ＇：て、づき 7)、、、λ事

述
フ
マ
b

り
ま
す

日
U
－
隠
日
？
休
日
の
ご
γ
」γ
巧
3
。

作
業
左
I
L
寸
け
た
h
h

ノ
、
ま
ず
人
〉
」
詑
l

、や

vtの

、
対
ん
は
牛
久
米
↑
ふ
り
。
マ
ー
マ
又
、
話
1
1
や
説
明

芝
L
寸
け
た
ゲ
、
ま
ず
、
作
業
は
や

J

メ
で
あ
ノマd

作
業
に
は
、
干
潟
の
清
持
、
危
な
ル
リ
ト

リ
、
小
を
の
こ
℃
、
ア
！
？
ル
や
ぺ
、
νム
j

句
作

費
、
通
品
店
内
－
箱
久
〈
介
巧
マ
α
。

人
〉
」
の
託
L
に
は
、
俊
英
、
殺
史
知
リ
め
人

、
γ
マ
（
寸
k

こ
こ
に
来
3
、E
K
G
j
人
定
X
の
リ
ゴ

ん
な
い
一
兆
八
干
潟
千
台
一
一
め
ん
説
明
、
厳
実
に
、
干
し

A
A
V
、
水
の
人
円
十
4
4
tに
」
う
六
℃
訴
し
て
す

マ、国
作
業
l
L

寸
り
マ
芝
、
よ
く
封
切
L
汁
け
ゲ
爪
た

り
、
防
介
爪
た
り
す
す
の
マ
広
ゴ
ロ
勿
ぷ
剤
、
黙

っ
寸
川
コ
や
け
に
ほ
ハ
寸
志
リ
。
介
、
ヌ
パ
リ

言
う
之
、
ア
四
例
く
マ
り
時
介
少
忍
介
片
J

ず
広
ゴ

。
子
、
の
大
ハ
ヤ
に
ふ
作
業
介
中
断
！
っ
、
体
砂
、
う
広
り

介、う刊ハハ＠
長
氏
、

1
5津
ヰ
ム
潟
茂
一
之
欠
L

X

V
フダ
」の

土
や
り
祐
あ
「
L

介
5
、
ま
す
く
比
－
〉
ょ
う
い
、

広
フ
マ
し
ま
っ
た
め
寸
五
イ
ヘ

雨、
λ
Y）
芝
、
大
す
主
円
ん
三
足
、
フ
。
今
ま
で
は
、

作
業
2λ
に
、
ず
っ
〉
」
カ
支
え
り
で
マ
寸
リ

3

0

大
石
り
ん
λ
－h
y
、
話
す
こ
〉
」
左
念
仏
〈
（
「
L

え
ぐ
た
。
個
人
プ
レ
A
J
介
疋
倒
的
広
の
が
ん
。
（
か

l
、
千
本
市
し
芝
、
干
潟
に
ー
関
係
す
コ
／
〈
丈
ヘ
プ
の

中
で
ど
」
、
は
す
介
に
勺
く
ヲ
人
工
竣
l
、ぃ売し

之
変
人
「
L

マ
穴
ヘ
三
岡
山
ワ
寸
は
り
て
出
。

U
寸
山

U
代

l
u
ロ
（Av
b

x
b
ム
）

Z
0・

一
日
中
、
4
2
2

帯
広
ケ
’
広
く
、
花
ん
ご
詮
γ
」
芝
ロ
左
き

く
こ
〉
」
長
」
芯
〈
、

h
p
Aす
ん
ワ
察
、
そ
〉
」
リ
マ

L
人
で
勾

ご
〉
」
介
土
や
フ
「
L
u
h
、V
4
1
位
吹
か
本
づ
介
L
く
広

3
と
γ
」
介
弔
マ
ヴ
司
祐
介
穆
へ
A
Lょ
う
介
及
対
L
ょ
う

介
、
ぁ
3
り
は
、
利
の
人
介
ゾ
」
、
フ
同
川
ゐ
、
フ
介
、

xtん

芯
こ
〉
〕
に
は
介
ま
う

v

矢
代
主
な
h

門
ノ
ナ
、
や
す
「
」
〉
し
し

オ
芳
久
志
介
フ
↑
内
八
時
ヘ
介
可
し
す
の
ゴ
。

L
介
L
、
ご
の
頃
は
、
A
A
来
3
n～
門
人
〉
」
託
之
す

J

3
ょ
、
つ
民
努
め
マ
ハ
）
品
。
こ
れ
で
さ
、
で
す
。
内
外

〉
」
さ
に
￥
え
，
／L
芯
く
「
L

司右ハ「

Jaり
必
ラ

hhaラ

7
、
マ
た
よ
フ
だ
。
内
，〉
」
は
、
ム
仏
国
貝
介
h
J
こ
ん
芯
ご
γ
〕

之
君
、
令
本
た
、
ー
森
豆
、
え
よ
、
ァ
、
／
ヲ
心
目
提
－
日

ぐ
同
ノ
リ
は
あ
ん
ま
り
ヤ

3
本
よ
。
一
子
／
々
／
介
ス
れ
ノ工

必
か
L
寸
州
、
『
／
く
や
フ
マ
ん

1
．
人
は
す
ょ
っ

と
え
ヴ
ち
に
く
り
ん
い
ゆ
石
り
だ
そ
5
↑
名
、
森

岡
で
ん
の
半
々
ス
マ
マ
ヲ
寸
し

3
こ
〉
」
ハ
替
決
す
ゴ
人

主
句
リ
〉
」
忠
、
〉
よ
．
で
主
命
、

υ
フ
ー
に
よ
卜
』
ヤ
マ
ゴ
コ

〉」
L
＋
に
人
叩
し
さ
せ
持
、
一
回
、
ん
が
川
底
布
、
一
4h
門、ぐ

A

爪
え
だ

7
7る
み
九
什
冬
、
令
う
の
は
町
犯
の
旧
る
コ
た

に
ノ
よ
み
、
職
介
主
だ
及
く
ぶ
つ
寸
J
M
Y

つ
寸
よ
品
、
市
い

フ
く
り
よ

3
7寸
、
人
ぞ
う
来
命
、
え
ん
い
し
ゃ
心
土
品
リ

広
島

P

オ
レ
だ
っ
寸
、
ア
ル
ッ
オ
ノ
ャ
っ
た
来
ゐ
え
よ

。
ニ
め
の
人
は
特
射
る
人
い
た
ぶ
ん
て
田
川
ヲ
ヲ
？
っ

hm 

l

J
nuv 

よ
。
た
介
ヲ
、
一

R
dゆ
フ
宍
ハ
コ
マ
ZJW

』

4
V〕・はミ

ィ
一
ア
グ
ム
ケ
み
た
〈
（
寸
守
宅
時
に
は
ミ
の
巾
ん
の

草
は
？
で
フ
ォ
l

勺ケ、
ν
ス
て
か
令
唱
広
人
介
L
た

勺
ノ
ハ
り
人
、
い
芯
リ
介
。
芳
リ
人
、
来
る
り
よ
あ
L
V」

。
を
た
く

X
1
3
5
5。
一
人
で
は
る
け
。
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